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第５章 環境への取組の自己チェック 

１．環境への取組の自己チェックの目的 

 

環境経営を進めるには，まず第４章の「別表 環境への負荷の自己チェック表」など

に基づき，自らの事業活動に伴う環境負荷を把握し，環境に大きな影響を与えている活

動などを特定します。 

そして，現在どのような環境への取組を行っているかを把握した上で，自らの環境負

荷を削減するための取組及び今後実施すべき取組を検討します。取組の検討に当たって

は，本章の「別表 環境への取組の自己チェック表（以下「チェック表」という。）な

どを基に，現在の環境への取組状況を把握するとともに, チェック表にある取組の内容

を参考に, 今後実施していくべき具体的な取組を明らかにします。そして，その取組内

容を環境経営目標及び環境経営計画の策定に反映させます。 

以下では，本チェック表の概要及び活用方法について解説します。 

 

２．環境への取組の自己チェック表の構成・内容・活用方法 

 

（１） チェック表の構成 

チェック表は, 以下のとおり構成されています。 

Ⅰ．食品リサイクル等の取組に関する項目 

 １．「食品循環資源の再生利用等の促進に関する食品関連事業者の判断の基準とな

るべき事項を定める省令（平成１３年５月３０日農林水産省ほか５省庁共同省令 

第４号）」に規定する判断基準に係る取組項目 

 ２．その他の食品リサイクル等の取組に関する項目 

Ⅱ．その他の環境への取組 

 １．事業活動へのインプットに関する項目 

 ２．事業活動からのアウトプットに関する項目 

 ３．製品及びサービスに関する項目 

 ４．その他 

それぞれの項目は，省エネルギー，省資源などの中項目に分かれており，それぞれに

ついて具体的な取組内容を記載しています。具体的な取組項目を事業活動に基づき整理

すると，図 11 のようになります。 
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図 11 事業活動と環境への取組の自己チェック表の項目 

 

（２） チェック表の内容について 

エコアクション２１に初めて取り組む事業者においては，現在どのような環境への取

組を行っているか，まず現状を把握します。そこで，チェック表

28

を使って，取組状況

を把握します。チェック表の概要は，図 12 のとおりです。 

 

図 12 事業活動と環境への取組の自己チェック表の項目 

  

                         

28

チェック表は，製造業者，建設業者，運輸業者，商店，病院，学校，官公庁などあらゆる業種の事業者が利用で

きるよう，業種共通に取り組める一般的な環境配慮の取組を列挙しています。 
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また, チェック表の取組項目ごとに「導入」，「発展」，「継続的発展」という取組段階

の目安を記載しています。導入段階は, エコアクション２１に基づく環境への取組を初

めて行う事業者，又は環境への取組を始めて２から３年程度の事業者の段階であり，エ

コアクション２１の環境経営システムと環境への取組を継続的に改善し，発展段階や継

続的発展段階へと進んでいくことが期待されます。 

 

（３） チェック表の使い方 

以下では，「① エコアクション２１に初めて取り組む事業者」と「② 既にエコアク

ション２１に取り組んでいる事業者及び２年目以降の事業者」に分け，チェック表の活

用の仕方について解説します。自社の状況に合わせて内容を確認してください。 

 

① エコアクション２１に初めて取り組む事業者 

チェック表について, 図13を参考に，チェック表の左端のチェック欄に「○，

△，×」などの記号を記入します。 

食品関連事業者が共通に取り組める一般的な環境配慮の取組を列挙していま

す。しかし，一部業種によっては関連のない取組もあることから，関連がない

と判断できる場合は左のチェック欄に「／」を記入してください。 

 

図 13 環境への取組の自己チェック表 記入例 

 

次に，チェックの結果を踏まえ，第４章で特定した環境に大きな影響を及ぼす

活動などについて，環境負荷を削減するための取組を検討し，環境経営目標及び

環境経営計画に反映します。その際に，チェック表にある具体的な取組内容を参

考にしてください。 

 

② 既にエコアクション２１に取り組んでいる事業者及び２年目以降の事業者 

過去に行ったチェックの結果「△」や「×」と評価した取組について，優先度

や重要度を考慮しつつ，今後実施していくべき具体的な環境への取組を検討して

ください。なお, 全ての項目に関するチェックをする必要はありません。 

既に取り組んでいる活動: ○ある程度取り組んでいるが、さらに取組が必要な活動: △取り組んでいない活動: ×関連がないと判断される活動: ／

No ﾁｪｯｸ 
(〇, △, ×, /) 具体的な取組 

取組段階の目安 
導入 
発展 

継続的発展 

1.   事務室、工場等の照明は、昼休み、残業時等、不必要な時

は消灯している 導入 

2.   ロッカー室や倉庫、使用頻度が低いトイレ等、照明は普 
段は消灯し、使用時のみ点灯している 導入 

3.   パソコン、コピー機等の OA 機器は、省電力設定にして 
いる 導入 

4.   夜間、休日は、パソコン、プリンター等の主電源を切って 
いる 導入 

〇
△
／
／
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（４） チェック表の活用例 

チェック表の活用方法として，次のような方法で数値化して取組状況を把握すること

もできます。数値化することで，自社の毎年の進捗を数字をベースに把握することがで

きます。 

・ 点数化して全体の進捗状況を集計する 

・ 事業者の創意工夫で数値化する方法 

 

◆点数化して全体の進捗状況を集計する方法の例 

「○」「△」「×」に重み付けをし，自らの取組に点数をつけて評価する方法です。例

えば，各項目ごとに環境への取組に対する重要度を設定し，合わせて取組状況「○」「△」

「×」を点数化して，以下のように評点することができます

29

。 

 

I. 「○」「△」「×」のチェックが入った項目を次のとおり点数化する。 

 

No. 重要度に基づく重みづけ

30

 点数（例） 

１ 環境経営に「著しい」効果があると考えられる項目 ３点 

２ 環境経営に「かなり」効果があると考えられる項目 ２点 

３ 環境経営に「多少」効果があると考えられる項目 １点 

 

II. 上記 I.で付けた点数に次の係数を乗じる。 

 

No. チェック表における評価結果 係数（例） 

１ チェック表で「○」が記載されている項目 ２ 

２ チェック表で「△」が記載されている項目 １ 

３ チェック表で「×」が記載されている項目 ０ 

 

《例》 

・ 「著しい効果がある」と判断した項目で，評価結果が「○」の場合： 

３×２＝６点 

・ 「かなり効果がある」と判断した項目で，評価結果が「×」の場合： 

２×０＝０点 

・ 「多少効果がある」と判断した項目で，評価結果が「△」の場合： 

１×１＝１点 

 

III. 「／」を除く全項目について，上記 II.で得た点数を合計する。 

この数値を「環境経営度数」とする。当該度数を基に，年々の環境への取組状況を数

値で把握・比較する。 

                         

29

重要度の設定は，業種による違い及び事業者により異なります。 

30

「著しい」・「かなり」・「多少の」判断は，自社の環境負荷のチェック表などに基づき評価してください。 
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◆事業者の創意工夫で数値化する方法の例 

チェック表の個別の取組内容によっては，その取組状況を数値化できるものもあ

ります。特に，策定した環境経営目標に関連がある取組については，数値化すること

で目標達成状況の把握などに有効であることから，可能な限り数値化することが望

まれます。以下のような例を参考として，個々の事情に合わせて工夫してください。 

《例》 

・ 販売する食品について，環境に配慮

した原材料を使用している店舗数

の割合 

（例:環境に配慮した原材料を使用し

ている店舗数／全店舗数） 

←「仕入れ，製造，販売時における環境

配慮」 

・ 食品リサイクルに取り組んでいる店

舗数の割合 

（例:食品リサイクルに取り組んでい

る店舗数／全店舗数） 

←「食品リサイクルの取組」 

・ 電気自動車等のクリーンエネルギ

ー車の使用割合 

（例：クリーンエネルギー車数／全自

動車保有台数） 

←「輸送・交通などに伴う環境負荷の低

減」 

・ 自社の製品全体に占める環境配慮

型の製品の割合 

（例：環境配慮型製品数／全取扱製品

数） 

←「製品の開発・設計などにおける環境

配慮」 

・ 環境関係の基金や地域のボランテ

ィア活動への支援額 

←「環境に関する情報提供や社会貢献，

地域の環境への取組」 

 

  



 

60 

 

 

別表　環境への取組の自己チェック表【食品関連事業者向け】Ⅰ．食品リサイクル等に関する取組

○

○
総合結果 0 ／ 0

○

○

○

○

大項目結果 0 ／ 0

１）食品循環資源の再生利用等の実施原則 中項目結果 0 ／ 0

製

造

・

加

工

業

等

卸

売

・

小

売

業

等

飲

食

店

業

等

開

発

・

企

画

仕

入

・

購

入

等

製

造

・

加

工

・

調

理

等

販

売

・

輸

送

等

再

生

利

用

・

廃

棄

等

○ ○ ○ ○ 判断基準省令第１条第２項に示された優先順位に基づいて食品循環資源の再生利用等に努めている － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

２）食品廃棄物等の発生の抑制 中項目結果 0 ／ 0

製

造

・

加

工

業

等

卸

売

・

小

売

業

等

飲

食

店

業

等

開

発

・

企

画

仕

入

・

購

入

等

製

造

・

加

工

・

調

理

等

販

売

・

輸

送

等

再

生

利

用

・

廃

棄

等

○ ○ 食品の製造又は加工の過程における原材料の使用の合理化を行っている － －

○ ○ ○ 食品の流通の過程における食品の品質管理の高度化その他配送及び保管の方法の改善を行っている － －

○ ○ 食品の販売の過程における食品の売れ残りを減少させるための仕入れ及び販売の方法の工夫を行っている － －

○ ○ 食品の調理及び食事の提供の過程における調理残さを減少させるための調理方法の改善を行っている － －

○ ○ 食品の調理及び食事の提供の過程における食べ残しを減少させるためのメニューの工夫を行っている － －

○ ○ ○ ○ 食品廃棄物等の発生形態ごとに定期的に発生量を計測し、その変動の状況の把握に努めている － －

○ ○ ○ ○ 細分化した実施目標を定め、計画的な食品廃棄物等の発生の抑制に努めている － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

３）食品循環資源の管理の基準 中項目結果 0 ／ 0

製

造

・

加

工

業

等

卸

売

・

小

売

業

等

飲

食

店

業

等

開

発

・

企

画

仕

入

・

購

入

等

製

造

・

加

工

・

調

理

等

販

売

・

輸

送

等

再

生

利

用

・

廃

棄

等

○ ○ ○ ○ ○

食品循環資源と容器包装その他の異物及び特定肥飼料等の原材料の用途に適さない食品廃棄物等とを適切に分別

している

－ －

○ ○ ○ ○ ○ 特定肥飼料等を利用する上での危害の原因となる物質の混入を防止している － －

○ ○ ○ ○

食品循環資源の品質を保持するため必要がある場合には、腐敗防止のための温度管理その他の品質管理を適切に

行っている

－ －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

重要度 取組 評価点

評価点及び結果の点数は、自動で入力されます。

ﾁｪｯｸ

業種 段階

具体的な取組

組織の環境への取組状況について、本チェック表（Excelファイル）を基に把握してください。

追加する取組がある場合には、それぞれの項目の下の空欄に取組の内容を記入してください。

関連する取組についてのみ、左の「チェック」の欄に「1」を入力してください。なお、企画・計画、仕入・購入等の「段階」については、会社規模などにより、そ

の区分が異なることが考えられ、表の○はあくまでも目安であり、事業者の実情に合わせて判断してください。

「重要度」の欄に、環境経営に著しい効果があると考えられる項目には「3」を、かなり効果がある項目には「2」を、多少効果がある項目には「1」を入力してく

ださい。

「取組」の欄に、既に取り組んでいる活動には「2」を、さらに取組が必要は活動には「1」を、取り組んでいない活動には「0」を入力してください。

評価点

業種 段階

ﾁｪｯｸ 具体的な取組 重要度 取組

１．「食品循環資源の再生利用等の促進に関する食品関連事業者の判断の基準となるべき事項を定める省令

（平成１３年５月３０日農林水産省ほか５省庁共同省令 第４号）」に規定する判断基準に係る取組項目

取組 評価点ﾁｪｯｸ

業種 段階

具体的な取組 重要度
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４）食品廃棄物等の収集又は運搬の基準 中項目結果 0 ／ 0

製

造

・

加

工

業

等

卸

売

・

小

売

業

等

飲

食

店

業

等

開

発

・

企

画

仕

入

・

購

入

等

製

造

・

加

工

・

調

理

等

販

売

・

輸

送

等

再

生

利

用

・

廃

棄

等

○ ○ ○ ○ ○

食品循環資源を特定肥飼料等の原材料として利用する場合は、特定肥飼料等を利用する上での危害の原因となる

物質の混入を防止している

－ －

○ ○ ○ ○

食品循環資源を特定肥飼料等の原材料として利用する場合であって、食品循環資源の品質を保持するため必要が

ある場合には、腐敗防止のための温度管理その他の品質管理を適切に行っている

－ －

○ ○ ○ ○ 生活環境の保全上の支障が生じないよう適切な措置を講じている － －

○ ○ ○ ○

食品廃棄物等の性状、形態又は発生の状況等に鑑み、食用に供されるものと誤認されるおそれがあると認められ

る場合に、食品廃棄物等の不適切な処理を防止するための適切な措置を講じている

－ －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

５）食品廃棄物等の収集又は運搬の委託の基準 中項目結果 0 ／ 0

製

造

・

加

工

業

等

卸

売

・

小

売

業

等

飲

食

店

業

等

開

発

・

企

画

仕

入

・

購

入

等

製

造

・

加

工

・

調

理

等

販

売

・

輸

送

等

再

生

利

用

・

廃

棄

等

○ ○ ○ ○ 上記の基準に従って食品廃棄物等の収集又は運搬を行う者を選定している － －

○ ○ ○ ○ 委託先における食品廃棄物等の収集又は運搬の実施状況を定期的に把握している － －

○ ○ ○ ○

委託先における食品廃棄物等の収集又は運搬が上記の基準に従って行われていない、又は委託の内容に即して行

われていないと認められるときは、委託先の変更その他必要な措置を講じている

－ －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

６）再生利用に係る特定肥飼料等の製造の基準 中項目結果 0 ／ 0

製

造

・

加

工

業

等

卸

売

・

小

売

業

等

飲

食

店

業

等

開

発

・

企

画

仕

入

・

購

入

等

製

造

・

加

工

・

調

理

等

販

売

・

輸

送

等

再

生

利

用

・

廃

棄

等

○ ○ ○ ○ 農林漁業者等の需要に適合する品質を有する特定肥飼料等の製造を行っている － －

○ ○ ○ ○ ○

食品循環資源と容器包装その他の異物及び特定肥飼料等の原材料の用途に適さない食品廃棄物等とを適切に分別

している（再掲）

－ －

○ ○ ○ ○

食品循環資源の品質を保持するため必要がある場合には、腐敗防止のための温度管理その他の品質管理を適切に

行っている（再掲）

－ －

○ ○ ○ ○ 食品循環資源を特定肥飼料等の原材料として最大限に利用している － －

○ ○ ○ ○ ○

異物その他の特定肥飼料等を利用する上での危害の原因となる物質の混入の防止その他の工程管理を適切に行っ

ている

－ －

○ ○ ○ ○

食品循環資源及びそれ以外の原材料並びに特定肥飼料等の性状の分析及び管理を適正に行い、特定肥飼料等の含

有成分の安定化を図っている

－ －

○ ○ ○ ○ 生活環境の保全上の支障が生じないよう適切な措置を講じている － －

○ ○ ○ ○

特定肥飼料等を他人に譲渡する場合には、当該特定肥飼料等が利用されずに廃棄されることのないよう、特定肥

飼料等の利用を確保している

－ －

○ ○ ○ ○

食品廃棄物等の性状、形態又は発生の状況等に鑑み、食用に供されるものと誤認されるおそれがあると認められ

る場合に、食品廃棄物等の不適切な処理を防止するための適切な措置を講じている（再掲）

－ －

○ ○ ○ ○

肥料の製造を行うときは、その製造する肥料について、肥料取締法及びこれに基づく命令により定められた規格

に適合させている

－ －

○ ○ ○ ○

飼料の製造を行うときは、その製造する飼料について、飼料の安全性の確保及び品質の改善に関する法律及び愛

がん動物用飼料の安全性の確保に関する法律並びにこれらに基づく命令により定められた基準及び規格に適合さ

せている

－ －

○ ○ ○ ○ 配合飼料の製造を行うときは、粉末乾燥処理を行っている － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

ﾁｪｯｸ

業種 段階

具体的な取組 重要度 取組 評価点

取組 評価点

ﾁｪｯｸ

業種 段階

具体的な取組 重要度 取組 評価点

ﾁｪｯｸ

業種 段階

具体的な取組 重要度
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７）再生利用に係る特定肥飼料等の製造の委託及び食品循環資源の譲渡の基準 中項目結果 0 ／ 0

製

造

・

加

工

業

等

卸

売

・

小

売

業

等

飲

食

店

業

等

開

発

・

企

画

仕

入

・

購

入

等

製

造

・

加

工

・

調

理

等

販

売

・

輸

送

等

再

生

利

用

・

廃

棄

等

○ ○ ○ ○

上記の基準に従って特定肥飼料等の製造を行い、かつ、当核製造を行う者の再生利用事業の内容及び周辺地域に

おける再生利用事業に係る公示された料金等を踏まえ、適正な料金で再生利用事業を実施している者を選定して

いる

－ －

○ ○ ○ ○ 委託先又は譲渡先における特定肥飼料等の製造及び譲渡の実施状況を定期的に把握している － －

○ ○ ○ ○

委託先又は譲渡先における特定肥飼料等の製造が上記の基準に従って行われていない、又は委託の内容に即して

行われていないと認められるときは、委託先又は譲渡先の変更その他必要な措置を講じている

－ －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

８）食品循環資源の熱回収 中項目結果 0 ／ 0

製

造

・

加

工

業

等

卸

売

・

小

売

業

等

飲

食

店

業

等

開

発

・

企

画

仕

入

・

購

入

等

製

造

・

加

工

・

調

理

等

販

売

・

輸

送

等

再

生

利

用

・

廃

棄

等

○ ○ ○ ○ ○

食品循環資源を生ずる自らの工場又は事業場から75kmの範囲内における特定肥飼料等製造施設の有無について適

切に把握し、その記録を行っている

－ －

○ ○ ○ ○ ○

食品循環資源を生ずる自らの工場又は事業場から75kmの範囲内に存する特定肥飼料等製造施設において、当該食

品循環資源を受け入れて再生利用することが著しく困難であることを示す状況について適切に把握し、その記録

を行っている

－ －

○ ○ ○ ○ ○ 熱回収を行う食品循環資源の種類及び発熱量その他の性状について適切に把握し、その記録を行っている － －

○ ○ ○ ○ ○

食品循環資源の熱回収により得られた熱量（その熱を電気に変換した場合にあっては、当該電気の量）について

適切に把握し、その記録を行っている

－ －

○ ○ ○ ○ ○ 熱回収を行う施設の名称及び所在地について適切に把握し、その記録を行っている － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

９）情報の提供 中項目結果 0 ／ 0

製

造

・

加

工

業

等

卸

売

・

小

売

業

等

飲

食

店

業

等

開

発

・

企

画

仕

入

・

購

入

等

製

造

・

加

工

・

調

理

等

販

売

・

輸

送

等

再

生

利

用

・

廃

棄

等

○ ○ ○ ○ ○

特定肥飼料等の利用者（特定肥飼料等の製造を委託又は食品循環資源を譲渡している場合にあっては、当該委託

先又は譲渡先）に対し、特定肥飼料等の原材料として利用する食品循環資源について、必要な情報を提供してい

る

－ －

○ ○ ○ ○ ○

食品廃棄物等の発生量等の状況についての情報をインターネットの利用その他の方法により提供するよう努めて

いる

－ －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

１０）食品廃棄物等の減量 中項目結果 0 ／ 0

製

造

・

加

工

業

等

卸

売

・

小

売

業

等

飲

食

店

業

等

開

発

・

企

画

仕

入

・

購

入

等

製

造

・

加

工

・

調

理

等

販

売

・

輸

送

等

再

生

利

用

・

廃

棄

等

○ ○ ○ ○ 減量の実施後に残存する食品廃棄物等について、適正な処理を行っている － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

取組 評価点

ﾁｪｯｸ

業種 段階

具体的な取組 重要度 取組 評価点

ﾁｪｯｸ

業種 段階

具体的な取組 重要度

取組 評価点

ﾁｪｯｸ

業種 段階

具体的な取組 重要度 取組 評価点

ﾁｪｯｸ

業種 段階

具体的な取組 重要度
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１１）費用の低減 中項目結果 0 ／ 0

製

造

・

加

工

業

等

卸

売

・

小

売

業

等

飲

食

店

業

等

開

発

・

企

画

仕

入

・

購

入

等

製

造

・

加

工

・

調

理

等

販

売

・

輸

送

等

再

生

利

用

・

廃

棄

等

○ ○ ○ ○

食品循環資源の再生利用等の効率的な実施体制の整備を図ることにより、食品循環資源の再生利用等に要する費

用を低減させるよう努めている

－ －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

１２）加盟者における食品循環資源の再生利用等の促進 中項目結果 0 ／ 0

製

造

・

加

工

業

等

卸

売

・

小

売

業

等

飲

食

店

業

等

開

発

・

企

画

仕

入

・

購

入

等

製

造

・

加

工

・

調

理

等

販

売

・

輸

送

等

再

生

利

用

・

廃

棄

等

○ ○ ○ ○

本部事業者は、加盟者の事業活動に伴い生ずる食品廃棄物等について、加盟者に対し、食品循環資源の再生利用

等に関し必要な指導を行い、食品循環資源の再生利用等を促進するよう努めている

－ －

○ ○ ○ ○ 加盟者は、本部事業者が実施する食品循環資源の再生利用等の促進のための措置に協力するよう努めている － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

１３）教育訓練 中項目結果 0 ／ 0

製

造

・

加

工

業

等

卸

売

・

小

売

業

等

飲

食

店

業

等

開

発

・

企

画

仕

入

・

購

入

等

製

造

・

加

工

・

調

理

等

販

売

・

輸

送

等

再

生

利

用

・

廃

棄

等

○ ○ ○ ○ 従業員に対して、食品循環資源の再生利用等に関する必要な教育訓練を行うよう努めている － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

１４）再生利用等の実施状況の把握及び管理体制の整備 中項目結果 0 ／ 0

製

造

・

加

工

業

等

卸

売

・

小

売

業

等

飲

食

店

業

等

開

発

・

企

画

仕

入

・

購

入

等

製

造

・

加

工

・

調

理

等

販

売

・

輸

送

等

再

生

利

用

・

廃

棄

等

○ ○ ○ ○

事業活動に伴い生ずる食品廃棄物等の発生量及び食品循環資源の再生利用等の実施量その他食品循環資源の再生

利用等の状況を適切に把握し、その記録を行っている

－ －

○ ○ ○ ○ 事業場ごとの責任者の選任その他管理体制の整備を行っている － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

取組 評価点

ﾁｪｯｸ

業種 段階

具体的な取組 重要度 取組 評価点

ﾁｪｯｸ

業種 段階

具体的な取組 重要度

取組 評価点

ﾁｪｯｸ

業種 段階

具体的な取組 重要度 取組 評価点

ﾁｪｯｸ

業種 段階

具体的な取組 重要度
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２．その他の食品リサイクル等の取組に関する項目
大項目結果 0 ／ 0

１）食品廃棄物等の発生抑制、リサイクルシステムの構築等 中項目結果 0 ／ 0

①食品廃棄物等の発生を抑える取組

製

造

・

加

工

業

等

卸

売

・

小

売

業

等

飲

食

店

業

等

開

発

・

企

画

仕

入

・

購

入

等

製

造

・

加

工

・

調

理

等

販

売

・

輸

送

等

再

生

利

用

・

廃

棄

等

○ ○ ○ 製造段階や調理段階の工程において、不良品等の発生抑制、加工ミスの削減に取り組んでいる － －

○ ○ ○ 産地での下加工等、一次処理後の原材料を仕入れている － －

○ ○ ○ 加工済み、調理済みの食品を仕入れている － －

○ ○ ○ ○ ○ サプライチェーン、バリューチェーンを含めた在庫管理システムを導入している － －

○ ○ ○ ○ 製造量、または販売量に合わせた食材の仕入れを行っている － －

○ ○

製造過程で発生した食材の端材・製造副産物を別の製品に使用・加工するなど、食品廃棄物の発生抑制に取り組

んでいる

－ －

○ ○ ○ 消費期限・賞味期限を適切に設定している － －

○ ○ ○ 消費期限・賞味期限の迫った商品の販売促進を行っている － －

○ ○ ○ 天気やイベント等来店客数に影響のある情報をもとに需要予測を行い、食材の仕入れや仕込みを行っている － －

○ ○ ○ ○ オーダーミスをなくすための従業員教育を行っている － －

○ ○ 来店客が食べ残しを持ち帰るための容器（ドギーバッグ等）を用意している － －

○ ○ ○ ○ 未利用食品をフードバンク団体に寄付している － －

○ ○ ○ 異物混入等の事故が起きないように品質管理を行っている － －

○ ○ ○ できるだけ使い残しがないように原材料の加工を行っている － －

○ ○ ○ 小ロットの製造を行っている － －

○ ○ ○ ○ 食品ロスの出ない製品開発を行っている － －

○ ○ ○ ○ 食品ロスが出ないように設備の改善を行っている － －

○ ○ 不良品や工程上のロスが出ないよう生産工程の歩留まり向上に努めている － －

○ ○ ○ ○ 未使用原材料を有効利用している － －

○ ○ ○ ○ 劣化などによる不良在庫を減らすため、在庫数量の適正化など在庫管理を徹底している － －

○ ○ ○ ○

食堂などにおける食べ残し、食品残渣などの有機物質については可能な限りコンポスト化（堆肥化）し、土壌に

還元し、利用している

－ －

○ ○ ○ ○ 廃食用油のリサイクルルートを確立し、せっけんなどへの再利用を行っている － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

②再生資源使用への取組

製

造

・

加

工

業

等

卸

売

・

小

売

業

等

飲

食

店

業

等

開

発

・

企

画

仕

入

・

購

入

等

製

造

・

加

工

・

調

理

等

販

売

・

輸

送

等

再

生

利

用

・

廃

棄

等

○ ○ ○ ○ ○ ○ 自社で発生した食品廃棄物由来の再生利用製品を利用している。 － －

○ ○ ○ ○ ○ ○ 自社で発生した食品廃棄物由来の再生利用製品を用いて生産した農畜産物を、自社で加工・販売している。 － －

○ ○ ○ ○

再生利用が困難な食品廃棄物については、食品リサイクル法に基づいた熱回収（メタンやバイオディーゼルと同

等以上の効率によるエネルギー回収ができる場合に限る）をしている

－ －

○ ○ ○ ○ 発生した食品廃棄物について、減量（脱水・乾燥・発酵・炭化）している － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

③食品廃棄物等の管理、分別の徹底

製

造

・

加

工

業

等

卸

売

・

小

売

業

等

飲

食

店

業

等

開

発

・

企

画

仕

入

・

購

入

等

製

造

・

加

工

・

調

理

等

販

売

・

輸

送

等

再

生

利

用

・

廃

棄

等

○ ○ ○ ○ 食品廃棄物とその他廃棄物を分別するための容器を設置する等、分別時に工夫を行っている － －

○ ○ ○ ○ 臭気や害虫を防止するための措置を講じている － －

○ ○ ○ ○ 食品廃棄物の保管場所には掲示を行い、清潔を維持している － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

取組 評価点

ﾁｪｯｸ

業種 段階

具体的な取組 重要度 取組 評価点

ﾁｪｯｸ

業種 段階

具体的な取組 重要度

取組 評価点ﾁｪｯｸ

業種 段階

具体的な取組 重要度
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④再生利用状況の把握

製

造

・

加

工

業

等

卸

売

・

小

売

業

等

飲

食

店

業

等

開

発

・

企

画

仕

入

・

購

入

等

製

造

・

加

工

・

調

理

等

販

売

・

輸

送

等

再

生

利

用

・

廃

棄

等

○ ○ ○ ○ 再生利用事業者と定期的にコミュニケーションを図っている － －

○ ○ ○ ○ 再生利用事業者等から求められる食品循環資源の発生状況や含有成分について情報を提供している － －

○ ○ ○ ○ 委託した再生利用事業者の施設を定期的に訪問している － －

○ ○ ○ ○ 委託した再生利用事業者の受入れ量が、許可の能力に見合っていることを確認している － －

○ ○ ○ ○ 肥飼料の販売価格に応じた適切な処理料・再生利用料が請求されているかを確認する － －

○ ○ ○ ○

堆肥、飼料、炭化燃料・還元剤、油脂・油脂製品、エタノール、メタンの再生後の利用先（農林漁業者その他）

を書面（売買契約書等）により確認している

－ －

○ ○ ○ ○ 再生利用から生じる産業廃棄物（中間処理残さ）の行き先（最終処分場等）を定期的に現地視察している － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

２）製品の開発等における環境への配慮 中項目結果 0 ／ 0

①製品（プライベートブランド商品を含む）開発にあたっての配慮

製

造

・

加

工

業

等

卸

売

・

小

売

業

等

飲

食

店

業

等

開

発

・

企

画

仕

入

・

購

入

等

製

造

・

加

工

・

調

理

等

販

売

・

輸

送

等

再

生

利

用

・

廃

棄

等

○ ○ ○ ○ ○ 商品の包装は可能な限り簡素化している － －

○ ○ ○ ○ ○ 簡易包装や環境配慮型商品であることがわかるよう、メニュー、パッケージ等でのPRを行っている － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

②仕入れ、製造、販売時における配慮

製

造

・

加

工

業

等

卸

売

・

小

売

業

等

飲

食

店

業

等

開

発

・

企

画

仕

入

・

購

入

等

製

造

・

加

工

・

調

理

等

販

売

・

輸

送

等

再

生

利

用

・

廃

棄

等

○ ○ ○ ○

食品廃棄物の再生利用等の推進を念頭に、仕入れ、製造工程や販売方法、製品の保存、管理などの見直しを行っ

ている

－ －

○ ○ ○ ○ フェアトレード等、原材料の仕入れにおいて、環境に配慮した原材料を優先的に仕入れている － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

３）食品廃棄物等の適正処理・不正転売の防止 中項目結果 0 ／ 0

製

造

・

加

工

業

等

卸

売

・

小

売

業

等

飲

食

店

業

等

開

発

・

企

画

仕

入

・

購

入

等

製

造

・

加

工

・

調

理

等

販

売

・

輸

送

等

再

生

利

用

・

廃

棄

等

○ ○ ○ ○ 一度に大量の食品廃棄物を排出しないなど、処理事業者が適切に処理ができるような工夫を行っている － －

○ ○ ○ ○ 委託に関するマニュフェストや伝票等を適切に管理している － －

○ ○ ○ ○ 処理委託の際は、食用と誤認されないような適切な措置等（包装の除去等）の工夫を行っている － －

○ ○ ○ ○ 適正な処理料金による再生利用の委託や委託先の処理状況の現地確認を行っている － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

ﾁｪｯｸ

業種 段階

具体的な取組 重要度 取組 評価点

取組 評価点

ﾁｪｯｸ

業種 段階

具体的な取組 重要度 取組 評価点

ﾁｪｯｸ

業種 段階

具体的な取組 重要度

取組 評価点ﾁｪｯｸ

業種 段階

具体的な取組 重要度
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４）自事業所（組織）内において再生利用する場合の取組 中項目結果 0 ／ 0

①食品循環資源としての用途

製

造

・

加

工

業

等

卸

売

・

小

売

業

等

飲

食

店

業

等

開

発

・

企

画

仕

入

・

購

入

等

製

造

・

加

工

・

調

理

等

販

売

・

輸

送

等

再

生

利

用

・

廃

棄

等

○ ○ ○ ○ 食品循環資源を飼料としてリサイクルしている － －

○ ○ ○ ○ 食品循環資源を肥料としてリサイクルしている － －

○ ○ ○ ○ 食品循環資源を油脂・油脂製品としてリサイクルしている － －

○ ○ ○ ○ 食品循環資源を炭化燃料・還元剤、エタノール、メタンとしてリサイクルしている － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

②再生利用としての肥料・飼料の取組

製

造

・

加

工

業

等

卸

売

・

小

売

業

等

飲

食

店

業

等

開

発

・

企

画

仕

入

・

購

入

等

製

造

・

加

工

・

調

理

等

販

売

・

輸

送

等

再

生

利

用

・

廃

棄

等

○ ○ ○ ○ 特定肥飼料等の安全性を確保し、その品質を向上させるための措置を講じている － －

○ ○ ○ ○ 食品循環資源及び特定肥飼料等の性状の分析及び管理を適正に行い、その含有成分の安定化を図っている － －

○ ○ ○ ○ 肥料の製造を行うときは、その製造する肥料について、肥料取締法に適合させている － －

○ ○ ○ ○ 飼料の製造を行うときは、飼料安全法により定められた基準及び規格に適合させている － －

○ ○ ○ ○ 分別を十分に行い硬質異物や発酵不適物を除去している － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

５）委託先において再生利用する場合の取組 中項目結果 0 ／ 0

製

造

・

加

工

業

等

卸

売

・

小

売

業

等

飲

食

店

業

等

開

発

・

企

画

仕

入

・

購

入

等

製

造

・

加

工

・

調

理

等

販

売

・

輸

送

等

再

生

利

用

・

廃

棄

等

○ ○ ○ ○ 食品循環資源を委託先において飼料としてリサイクルしている － －

○ ○ ○ ○ 食品循環資源を委託先において肥料としてリサイクルしている － －

○ ○ ○ ○ 食品循環資源を委託先において油脂・油脂製品としてリサイクルしている － －

○ ○ ○ ○ 食品循環資源を委託先において炭化燃料・還元剤、エタノール、メタンとしてリサイクルしている － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

ﾁｪｯｸ

業種 段階

具体的な取組 重要度 取組 評価点

取組 評価点

ﾁｪｯｸ

業種 段階

具体的な取組 重要度 取組 評価点

ﾁｪｯｸ

業種 段階

具体的な取組 重要度
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別表　環境への取組の自己チェック表【食品関連事業者向け】Ⅱ．その他の環境への取組

○ 組織の環境への取組状況について、本チェック表（Excelファイル）を基に把握してください。

○ 追加する取組がある場合には、それぞれの項目の下の空欄に取組の内容を記入してください。
総合結果 0 ／ 0

○ 関連する取組についてのみ、左の「チェック」の欄に「1」を入力してください。

○ 「重要度」の欄に、環境経営に著しい効果があると考えられる項目には「3」を、かなり効果がある項目には「2」を、

多少効果がある項目には「1」を入力してください。

○ 「取組」の欄に、既に取り組んでいる活動には「2」を、さらに取組が必要は活動には「1」を、取り組んでいない活動

には「0」を入力してください。

○ 評価点及び結果の点数は、自動で入力されます。

１．事業活動へのインプットに関する項目
大項目結果 0 ／ 0

１）省エネルギー（アウトプットである温室効果ガスの排出抑制にも効果がある取組） 中項目結果 0 ／ 0

①エネルギーの効率的利用及び日常的なエネルギーの節約

ﾁｪｯｸ 具体的な取組

取組段階の目安

導入

発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

事務室、工場などの照明は、昼休み、残業時など、不必要な時は消灯している 導入 － －

ロッカー室や倉庫、使用頻度が低いトイレなど、照明は普段は消灯し、使用時のみ点灯している 導入 － －

パソコン、コピー機などのOA機器は、省電力設定にしている 導入 － －

夜間、休日は、パソコン、プリンターなどの主電源を切っている 導入 － －

エレベーターの使用を控え、階段を使用している 導入 － －

空調の適温化（冷房28℃程度、暖房20℃程度）を徹底している 導入 － －

使用していない部屋の空調を停止している 導入 － －

ブラインドやカーテンの利用などにより、熱の出入りを調節している 導入 － －

夏季における軽装（クールビズ）、冬季における重ね着（ウォームビズ）など服装の工夫をして、冷暖房の使用

を抑えている

導入 － －

達成時期を定めた具体的な数値目標を設定している 導入 － －

緑のカーテンを設置している 導入 － －

すだれや庇の取り付けで窓からの日射の侵入を防いでいる 導入 － －

屋外機の冷却対策（よしず、日陰、散水など）をしている 導入 － －

窓に断熱シート（プチプチマットなど）を貼付け、熱のロスを防いでいる 導入 － －

屋上に野菜などを植えて屋上緑化をしている 発展 － －

空調を必要な区域や時間に限定して使用している 発展 － －

人感センサー、照度センサー等による管理を行っている 発展 － －

間引き照明を実施している 発展 － －

既存製造方法を見直し、エネルギーの効率的利用をしている 継続的発展 － －

＜製造工程＞工程間の仕掛かり削減、ラインの並列化や部分統合などにより生産工程の待機時間を短縮している 継続的発展 － －

＜製造工程＞前処理、前加工、予熱などを合理化することにより生産工程の時間を短縮している 継続的発展 － －

ピークシフトを実施している 継続的発展 － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

②設備機器などの適正管理

ﾁｪｯｸ 具体的な取組

取組段階の目安

導入

発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

空調機のフィルターの定期的な清掃・交換など、適正に管理している 導入 － －

冷暖房終了時間前に熱源機を停止し、装置内の熱を有効利用している（予冷や予熱時には外気の取り入れをして

いない）

導入 － －

照明器具については、定期的な清掃、交換を行うなど、適正に管理している 導入 － －

エレベーターの夜間、休日の部分的停止などを行っている 発展 － －

電力不要時には、負荷遮断、変圧器を遮断している 継続的発展 － －

熱源機器（冷凍機、ボイラーなど）の冷水・温水出口温度の設定を、運転効率がよくなるよう可能な限り調整を

する他、定期点検を行うなど、適正に管理している

継続的発展 － －

空気圧縮機については、必要十分なライン圧力に低圧化している 継続的発展 － －

外気温度が概ね20～27℃の中間期は、全熱交換器（換気をしながら、冷暖房の熱を回収して再利用する設備）の

バイパス運転（普通換気モード、中間制御運転、熱交換ローター停止）を行っている。又は、窓の開閉などによ

り外気取り入れ量を調整して室温を調節している

継続的発展 － －

冬季以外は給湯を停止している 継続的発展 － －

共用のコンピューターなどの電源については、管理担当者や使用上のルールを決めるなど、適正に管理している 継続的発展 － －

デマンド監視を実施している 継続的発展 － －

高効率機器（蓄熱式ヒートポンプなど）を採用している 継続的発展 － －

空調：外気浸入による熱損失を防ぐ処置をしている 継続的発展 － －

空調：外気利用などで効率の良い運転をしている 継続的発展 － －

排熱を利用している 継続的発展 － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。
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③設備の入替・更新時及び施設の改修に当たっての配慮

ﾁｪｯｸ 具体的な取組

取組段階の目安

導入

発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

昼間の太陽光や人の存在を感知し、必要時のみ点灯する設備を採用している 導入 － －

LED照明を採用している 導入 － －

複層ガラス、二重サッシなどを採用し、建物の断熱性能を向上させている 導入 － －

コピー機、パソコン、プリンターなどのOA機器についは、エネルギー効率の高い機器を導入している 発展 － －

あらかじめ設定された時刻や時間帯に、照明の箇所や照度などを自動制御するシステムを導入している 発展 － －

熱線吸収ガラス、熱線反射ガラスを採用し、日射を遮断している 発展 － －

照明器具の位置を下げるなど照度UPに取り組んでいる 発展 － －

負荷の変動が予想される動力機器において、回転数制御が可能なインバーターを採用している 継続的発展 － －

空気圧縮機、冷凍機、ボイラーなどのエネルギー供給設備については、新規購入及び更新時には省エネルギー型

機を導入している

継続的発展 － －

換気の際に屋外に排出される熱を回収して利用することのできる全熱交換器を採用している 継続的発展 － －

部分換気システムを導入している 継続的発展 － －

従来機との比較でAPFの高いヒートポンプエアコンを採用している 継続的発展 － －

天然ガスを利用した空調システムなどの省エネルギー型空調設備を導入している 継続的発展 － －

天井埋込形エアコンの吹き出しにファンなどを付けて、風を攪乱させる装置を導入している 継続的発展 － －

給湯設備の配管などを断熱化している 継続的発展 － －

電力損失の少ない高効率変圧器を採用している 継続的発展 － －

コージェネレーションシステムを導入している 継続的発展 － －

地域冷暖房（地域熱供給）システムを利用している 継続的発展 － －

ごみ焼却熱やボイラーなどの廃熱を利用できる回収システムを導入している 継続的発展 － －

屋根、壁、床などに断熱材を採用している 継続的発展 － －

自然エネルギーの積極的利用を進めている／検討している 継続的発展 － －

空調機の屋外機に散水装置を取り付けている（ピークカット対策） 継続的発展 － －

潜熱回収型湯沸器（熱効率95％）を採用している 継続的発展 － －

蒸気配管、加熱装置などの断熱化（保温）している 継続的発展 － －

照明器具に個別スイッチ（キャノピースイッチなど）を取り付けている 継続的発展 － －

家電製品はトップランナー製品を優先的に選択している（省エネ性能カタログを参考にしている） 継続的発展 － －

電力のデマンドコントロールを採用している（ピークカット対策） 継続的発展 － －

屋上を遮熱塗装している 継続的発展 － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

２）省資源 中項目結果 0 ／ 0

ﾁｪｯｸ 具体的な取組

取組段階の目安

導入

発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

社内LAN、データベースなどの利用による文書の電子化に取り組んでいる 導入 － －

会議用資料や事務手続書類の簡素化に取り組んでいる 導入 － －

打合せや会議の資料などについては、ホワイトボードやプロジェクターの利用により、ペーパーレス化に取り組

んでいる

導入 － －

印刷物を作成する場合は、その部数が必要最小限の量となるように考慮し、残部が出ないように配慮している 導入 － －

両面、集約などの機能を活用した印刷及びコピーを徹底している 導入 － －

使用済み用紙、ポスター、カレンダーなどの裏紙が活用できる紙は可能な限り利用するよう工夫している 導入 － －

使用済み封筒を再利用している 導入 － －

コピー機は、枚数や拡大・縮小の誤りなどのミスコピーを防止するため、使用前に設定を確認するとともに、次

に使用する人に配慮し、使用後は必ず設定をリセットしている

導入 － －

書面による郵送に代えて電子メールを活用している 導入 － －

作成する書類は１枚にまとめる"１枚ベスト運動"に取り組んでいる 導入 － －

レンタルウエス（工業用ぞうきん）を利用している 発展 － －

生産工程で使用する塗料や洗浄剤などのタンクを集約化することで使用量を抑制する 継続的発展 － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。
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３）水の効率的利用及び日常的な節水 中項目結果 0 ／ 0

ﾁｪｯｸ 具体的な取組

取組段階の目安

導入

発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

節水呼びかけの表示をしている 導入 － －

手洗い時、洗い物においては、日常的に節水を励行している 導入 － －

社用車の洗車を必要最小限に留め、洗車する場合は節水を励行している 導入 － －

トイレに水流し音発生器を取り付けるなど、トイレ用水を節約している 導入 － －

蛇口（水栓）をシャワー型にするなど水量を減らす工夫をしている 導入 － －

生産工程で使用する水を再利用するための設備を設置し、活用している（中水利用） 発展 － －

冷凍機や冷温水発生機などで使用する冷却水について、循環使用している 発展 － －

バルブの調整により水量及び水圧の調節を図っている 発展 － －

蛇口に節水こま（適量の水を流す機能を持つこま）を設置している 発展 － －

水道配管からの漏水を定期的に点検している 発展 － －

ホースに手元バルブを取り付けて流し放しを防いでいる 発展 － －

自動水栓を取付けている 発展 － －

塗装やメッキに使用する洗浄水を多段（カスケード）使用している 継続的発展 － －

冷温水発生機、クーリングタワーなどの稼働に伴い使用される水の量が適正に保たれるよう設備の管理を行って

いる

継続的発展 － －

雨水の貯留タンクや雨水利用施設の設置などにより、雨水利用を行っている 継続的発展 － －

雨水を地下浸透させる設備（浸透升など）を導入している 継続的発展 － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

４）化学物質使用量の抑制及び管理 中項目結果 0 ／ 0

ﾁｪｯｸ 具体的な取組

取組段階の目安

導入

発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

屋外での除草剤、殺虫剤の使用の削減に取り組んでいる 導入 － －

危険物に該当しない消毒剤を使用している 発展 － －

保管タンク、配管などの漏れ防止を実施している 発展 － －

洗浄薬品などは、交換頻度を見直しを行い、使用量の削減に取り組んでいる 発展 － －

燃料油、溶剤、塗料などの揮発を防止するなど、VOCの排出抑制に取り組んでいる 継続的発展 － －

有害物質のタンク、パイプ類は漏洩、拡散などを防止できる構造としている 継続的発展 － －

化学物質について、その種類、使用量、保管量、使用方法、使用場所、保管場所などを経時的に把握し、記録･

管理している

継続的発展 － －

有害性の化学物質の排出量の計測、推定などを行っている 継続的発展 － －

有害性の化学物質の表示を徹底している 継続的発展 － －

化学物質の安全性に関する情報伝達のため、SDSにより管理している 継続的発展 － －

有害物質のタンク、パイプなどの保守・点検を定期的に行うなど適正管理に努めている 継続的発展 － －

＜製造工程＞レイアウト見直しによる使用量の削減をしている 継続的発展 － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

２．事業活動からのアウトプットに関する項目
大項目結果 0 ／ 0

１）温室効果ガスの排出抑制、大気汚染などの防止 中項目結果 0 ／ 0

①温室効果ガスの排出抑制

ﾁｪｯｸ 具体的な取組

取組段階の目安

導入

発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

都市ガス、灯油などの環境負荷の少ない燃料を優先的に購入、使用している 発展 － －

自社の車両の運転におけるムダな燃料使用をさけるため、ドライブレコーダーなどを導入し、車両の運転におけ

る燃料効率の改善を図っている

発展 － －

製品購入の際には、できるだけHFC（ハイドロフルオロカーボン）、PFC（パーフルオロカーボン）、SF６（六

フッ化硫黄）などを使用していない製品を選ぶように配慮している

継続的発展 － －

HFC（ハイドロフルオロカーボン）、PFC（パーフルオロカーボン）、SF６（六フッ化硫黄）などを使用している

製品を廃棄する際の回収に努めている

継続的発展 － －

燃料電池システムを導入している 継続的発展 － －

太陽光発電設備を導入し、太陽エネルギーを電気として利用している 継続的発展 － －

太陽熱温水器などを導入し、加熱した水を暖房や給湯に利用している 継続的発展 － －

マイクロ水力（発電規模100kW程度以下の水力発電）を導入している 継続的発展 － －

蓄電池やヒートポンプ蓄熱や水素などの蓄エネを行っている 継続的発展 － －

カーボン・オフセットに取り組んでいる商品やサービスを購入又は使用している 継続的発展 － －

社用車について、ハイブリッド車や低燃費車、低排出ガス認定車、電気自動車、天然ガス自動車などの低公害車

への切替えに取り組んでいる

継続的発展 － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。
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②大気汚染物質の排出抑制

ﾁｪｯｸ 具体的な取組

取組段階の目安

導入

発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

設備の定期点検と予防保全の実施をしている 導入 － －

汚染物質除去装置を設置している 発展 － －

大気汚染の少ないプロセスや機器（低NOx燃焼機器など）を採用している 継続的発展 － －

日常的に大気汚染防止への配慮（燃焼管理など）を行っている 継続的発展 － －

大気汚染について、法令による基準より厳しい自主管理基準を設定し、その遵守に努めている 継続的発展 － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

２）廃棄物等の排出抑制、リサイクル、適正処理 中項目結果 0 ／ 0

①廃棄物の発生そのものを抑える取組

ﾁｪｯｸ 具体的な取組

取組段階の目安

導入

発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

ゴミ箱の削減、あるいは撤去している 導入 － －

ペーパータオルを廃止している 導入 － －

使い捨て製品（紙コップ、使い捨て容器入りの弁当など）の使用や購入を抑制している 導入 － －

リターナブル容器（ビール瓶、一升瓶など）に入った製品を優先的に購入し、使用している 導入 － －

容器包装等の回収・リサイクルに取り組んでいる 導入 － －

再使用又はリサイクルしやすい製品を優先的に購入し、使用している 導入 － －

詰め替え可能な製品の利用や備品の修理などにより、製品などの長期使用を進めている 導入 － －

コピー機、パソコン、プリンターなどについて、リサイクルしやすい素材を使用した製品を購入している 導入 － －

商品の購入時には、簡易包装のものを優先的に購入している 導入 － －

納品の際の梱包、包装資材などの削減に取り組んでいる 導入 － －

OA機器などの故障時には、修理可能かどうかをチェックし、可能な限り修理することで長期使用に努めている 導入 － －

マイ箸、マイカップ、マイ水筒運動を行っている 導入 － －

従業員などにマイバッグ運動を呼びかけている 導入 － －

３S（整理・整頓・清掃）活動を実施している 導入 － －

帳票など紙類の削減について見直しを行っている 発展 － －

廃棄物の重量を正確に把握し、MFCA（マテリアルフローコスト会計）などに基づき廃棄物の原価を計算している 継続的発展 － －

製品の回収に繋がるクレームの発生を撲滅するため製品の品質管理に努めている 継続的発展 － －

廃棄物処理方法の変更をしたり、分別廃棄の徹底を行い、廃棄物を資源化できるようにしている 継続的発展 － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

②リサイクルの促進

ﾁｪｯｸ 具体的な取組

取組段階の目安

導入

発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

紙、金属缶、ガラスびん、プラスチック、電池などについて、分別回収ボックスの適正配置などにより、ごみの

分別を徹底している

導入 － －

シュレッダーの使用を機密文書などに限り、シュレッダー処理紙のリサイクルに努めている 導入 － －

コピー機、プリンターのトナーカートリッジの回収ルートを確立し、リサイクルを図っている 導入 － －

発生したごみは可能な限り、圧縮などを行い、減容している 発展 － －

適切なリサイクル業者を特定・選定している 発展 － －

メタン発生防止のため、生ごみなどの分別・リサイクルや適正な焼却処分を極力行うことにより、有機物の埋立

て処分を抑制している

発展 － －

生産工程から発生する金属くず、紙くず、廃液、汚泥などの回収・再利用のための設備やラインを設け、活用し

ている

継続的発展 － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。
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③産業廃棄物などの適正処理

ﾁｪｯｸ 具体的な取組

取組段階の目安

導入

発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

廃棄物焼却の際、塩化ビニールなど焼却に適さない物が混入しないよう徹底するとともに、ばい煙の処理、近隣

環境への配慮などを行っている

発展 － －

廃棄物を見える化している（量、金額、委託先など） 継続的発展 － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

３）排水処理 中項目結果 0 ／ 0

ﾁｪｯｸ 具体的な取組

取組段階の目安

導入

発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

排水への有害物質や有機汚濁物質の混入をできるだけ少なくしている 導入 － －

浄化槽の適切な維持管理を実施している 導入 － －

水質汚濁の少ないプロセスや機器（廃液回収・再利用など）を採用している 継続的発展 － －

排水処理装置を適切に設置している 継続的発展 － －

水質汚濁に関連する法令による基準より厳しい自主管理基準を設定し、その達成に努めている 継続的発展 － －

油水分離槽を設置し、油の分離・回収に努めている 継続的発展 － －

年に数回程度油水分離槽の清掃を定期的に行い、油の流出防止に努めている 継続的発展 － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

４）その他生活環境に係る保全の取組など 中項目結果 0 ／ 0

ﾁｪｯｸ 具体的な取組

取組段階の目安

導入

発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

悪臭防止のため排出口の位置などの配慮を行っている 継続的発展 － －

低騒音型機器の使用、防音・防振設備の設置などにより騒音・振動を防止し、日常監視及び測定を実施している 継続的発展 － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

３．製品及びサービスに関する項目
大項目結果 0 ／ 0

１）グリーン購入（環境に配慮した物品などの購入、使用など） 中項目結果 0 ／ 0

ﾁｪｯｸ 具体的な取組

取組段階の目安

導入

発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

再生資源の積極的利用に取り組んでいる 導入 － －

コピー用紙、コンピューター用紙、伝票、事務用箋、印刷物、パンフレット、トイレットペーパー、名刺などの

紙について、再生紙又は未利用繊維への転換を図っている

発展 － －

節水型の家電製品、水洗トイレなどを積極的に購入している 発展 － －

温室効果ガス排出係数の低い小売電気事業者から電力を購入している 継続的発展 － －

環境に配慮した物品などの調達に関する方針、基準などを作成し、それらに基づき物品リストを作成し、リスト

に基づき購入を行っている

継続的発展 － －

環境ラベル認定など製品を優先的に購入している 継続的発展 － －

省エネルギー基準適合製品を購入している 継続的発展 － －

再生材料から作られた製品を優先的に購入、使用している 継続的発展 － －

間伐材、未利用資源などを利用した製品を積極的に購入、使用している 継続的発展 － －

無漂白製品（衣料品など）、水性塗料などの環境への負荷の少ない製品を優先的に購入、使用している 継続的発展 － －

修理や部品交換が可能で、部品の再使用、素材の再生利用が容易な設計の製品を優先的に購入、使用している 継続的発展 － －

木材の調達に当たり、跡地の緑化、植林、環境修復が適切に行われていることに配慮している。又は跡地緑化な

どを考慮している

継続的発展 － －

社用車について、ハイブリッド車や低燃費車、低排出ガス認定車、電気自動車、天然ガス自動車などの低公害車

への切替えに取り組んでいる（再掲）

継続的発展 － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。
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２）製品及びサービスにおける環境配慮 中項目結果 0 ／ 0

①開発・企画等における取組

ﾁｪｯｸ 具体的な取組

取組段階の目安

導入

発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

簡易包装の推進、多重包装の見直しなどを推進している 導入 － －

製品の生産数量と品目を分析するなどして、生産計画を平準化している 継続的発展 － －

自社製品及び社外から購入する部品などについて、想定される環境負荷のチェック表を作成している 継続的発展 － －

新製品開発、モデルチェンジなどに当たり、環境負荷の測定・記録や製品アセスメント（製品が廃棄物になった

場合の適正処理困難性の評価、製品の生産から消費、廃棄に至る各段階での環境負荷の評価（ライフサイクルア

セスメント）などを含む）を実施している

継続的発展 － －

既存製品についても計画的に製品アセスメントなどを実施している 継続的発展 － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

②販売・輸送等における取組

ﾁｪｯｸ 具体的な取組

取組段階の目安

導入

発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

定期点検を着実に実施している 導入 － －

製品などの輸送の際には、繰り返し利用できるパレットや通い箱を利用している 発展 － －

使用後の製品、容器包装などの回収・リサイクルに取り組んでいる 発展 － －

エコドライブなど運転方法の配慮（急発進・急加速や空ぶかしの排除、駐停車中のエンジン停止など）を励行し

ている

発展 － －

共用自転車を導入して、近距離の用務には社用車を使用せず、自転車を利用するように努めている 発展 － －

公共交通機関の利用などにより、社用車の使用削減に努めている 発展 － －

鉄道・海運を積極的に利用している 発展 － －

タイヤの空気圧を定期的に確認し、適正値（メーカー指定の空気圧）を保つように努めている 継続的発展 － －

排気ガスや騒音のレベルを抑えるため適正な車輌整備を行っている 継続的発展 － －

共同輸配送、帰り荷の確保に取り組んでいる（積載車の納品・引き取り時） 継続的発展 － －

発注・輸送（納品・引き取り）の計画化・平準化、行き過ぎた少量・多頻度輸送やジャスト・イン・タイムサー

ビスの見直しを行っている

継続的発展 － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

③容器包装等の回収・リサイクル

ﾁｪｯｸ 具体的な取組

取組段階の目安

導入

発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

容器包装等の店頭での回収を行っている 継続的発展 － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

④環境配慮型商品等の販売及び情報提供

ﾁｪｯｸ 具体的な取組

取組段階の目安

導入

発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

販売の際にマイバックの利用を推奨している 発展 － －

エコマーク及び自ら制定したマークや宣言などを製品やパンフレットなどに表示している 発展 － －

再生資源を使用した商品、再生可能な商品、繰り返し使える商品、省エネ・省資源型の商品、容器包装を簡素化

した商品、環境ラベル認定の製品などを重点的に販売している

継続的発展 － －

上記商品の販売目標を定め、販売促進に積極的に取り組んでいる 継続的発展 － －

消費者などに環境配慮型商品に関する情報を積極的に提供している 継続的発展 － －

販売の際に環境配慮型製品の表示、製品アセスメントの結果の表示などを行っている 継続的発展 － －

外部から製品の環境負荷に関するデータの提供の依頼があった場合、協力している 継続的発展 － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。
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４．その他
大項目結果 0 ／ 0

１）生物多様性の保全と持続可能な利用のための取組 中項目結果 0 ／ 0

ﾁｪｯｸ 具体的な取組

取組段階の目安

導入

発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

原材料の生産や採掘が、現地の生物多様性に悪影響を与えるものではないか、先住民の権利は尊重されているか

などについての情報を得ている

継続的発展 － －

調達する原材料について、認証品（森林認証、漁業認証など）の活用を指向している 継続的発展 － －

事業活動が生物多様性に与える影響を公表している 継続的発展 － －

事業所周辺の環境や生き物の保全活動（生息地の整備など）を通じ、事業活動を行う地域環境への配慮を行って

いる

継続的発展 － －

敷地内、壁面、屋上などの緑化を行っている（大気浄化、都市気象の緩和にも資する） 継続的発展 － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

２）環境コミュニケーション及び社会貢献 中項目結果 0 ／ 0

①環境コミュニケーション

ﾁｪｯｸ 具体的な取組

取組段階の目安

導入

発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

ウェブサイト上で環境に関する情報を提供する等、消費者などに対して情報提供や啓発活動を行っている 導入 － －

行政、地域住民、取引先などへ環境経営レポートを配布している 導入 － －

事業活動に伴う重要な環境負荷、環境に関する主要な目標、環境担当者の連絡先などを公表している 導入 － －

外部からの情報提供、公表の依頼に対する窓口を置いている 発展 － －

意見聴取を定期的に行い、環境への取組の際に考慮している 発展 － －

外部関係者の意見を聴取する窓口を設けている 継続的発展 － －

人権デューディリジェンスに取組み、情報開示を実施している 継続的発展 － －

従業員、顧客、地域社会などの利害関係者を含む人権方針の策定を行っている 継続的発展 － －

同業他社などによる循環型社会形成のための取組などの情報収集を行い、自社内で共有、取組内容の改良に活か

している

継続的発展 － －

SDGｓの目標やターゲットを意識して、中長期の経営計画を策定している 継続的発展 － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

②社会貢献

ﾁｪｯｸ 具体的な取組

取組段階の目安

導入

発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

地域のボランティア活動などに積極的に参加し、協力や支援を行っている 継続的発展 － －

環境に関する研究や活動を行っているサークルなどに対する支援、又は協働を行っている 継続的発展 － －

環境に関連する表彰制度を実施している 継続的発展 － －

大学に環境関係の寄附講座を開くなど、 研究機関への支援を行っている 継続的発展 － －

環境に関する基金・団体の設置、既存の基金・団体を支援している（人材派遣、資金面での援助、従業員の給与

の端数を集めた寄付、広報活動への協力など）

継続的発展 － －

環境関係の基金などへのマッチングギフト（従業員労働組合などの任意の寄付と同額の寄付を事業主として行う

こと）を行っている

継続的発展 － －

他社とのBCP策定など、地域社会での連携を強化している 継続的発展 － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。
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３）施主・事業主における建築物の増改築、解体などに当たっての環境配慮 中項目結果 0 ／ 0

①設計者及び施工業者（工務店、建設会社など）への依頼・協力要請

ﾁｪｯｸ 具体的な取組

取組段階の目安

導入

発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

周辺の自然環境（動植物など）への影響を最小限に抑える、又は修復するなど環境に配慮した施工計画の提案を

依頼している

継続的発展 － －

建築物の老朽化や運用の診断を行い、 改善や環境保全設備の見直しを行っている 継続的発展 － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。

②既存建築物が及ぼす環境への影響を予防、低減するための方策

ﾁｪｯｸ 具体的な取組

取組段階の目安

導入

発展

継続的発展

重要度 取組 評価点

建築物の耐久性の向上に取り組んでいる 継続的発展 － －

排水設備のメンテナンス、 吹き付けアスベストの管理（特に解体時の事前除去）などを行っている 継続的発展 － －

－ －

－ －

↑関連する取組についてのみ「1」を入力してください。
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[参考情報ウェブサイト一覧] 

詳細な解説，実際に事業者が取り組んでいる事例紹介や環境関連の団体などのウェブサイ

トは，数多くあります。下記に食品関連事業に関係する省庁の他，エネルギー，廃棄物・リ

サイクルなどの事業活動に関連する主な団体等の URL を記載しますので，参考にしてくださ

い。 

 

[関係省庁] 

・ 環境省：http://www.env.go.jp 

・ 経済産業省：http://www.meti.go.jp 

・ 資源エネルギー庁：http://www.enecho.meti.go.jp 

・ 国土交通省：http://www.mlit.go.jp 

・ 農林水産省：http://www.maff.go.jp 

[エネルギー関連] 

・ 一般財団法人 省エネルギーセンター：http://www.eccj.or.jp 

・ 国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構(NEDO) :http://www.nedo.go.jp 

・ 一般財団法人 新エネルギー財団（NEF）：http://www.nef.or.jp 

・ 公益財団法人 地球環境センター：http://gec.jp/jp/index.html 

[廃棄物・リサイクル関連] 

・ 一般社団法人産業環境管理協会 資源・リサイクル促進センター:http://www.cjc.or.jp 

・ 公益財団法人産業廃棄物処理事業振興財団産廃情報ネット:http://www.sanpainet.or.jp 

・ 公益財団法人 日本容器包装リサイクル協会：http://www.jcpra.or.jp 

・ 一般財団法人食品産業センター:https://kankyo.shokusan.or.jp/ 

・ 一般社団法人日本有機資源協会:http://www.jora.jp/ 

[化学物質関連] 

・ PRTR インフォメーション広場 (環境省) https://www.env.go.jp/chemi/prtr/risk0.html 

・ 独立行政法人製品評価技術基盤機構：http://www.nite.go.jp/chem/prtr/prtr.html 

・ 一般社団法人産業環境管理協会：http://www.jemai.or.jp 

[グリーン購入関連] 

・ グリーン購入ネットワーク：http://www.gpn.jp 

・ 公益財団法人 日本環境協会 エコマーク事務局：http://www.ecomark.jp 

・ エコ・リサイクル資材ナビ：http://recycle.kensetu-navi.com 

・ 環境ラベル等データベース（環境省）

http://www.env.go.jp/policy/hozen/green/ecolabel/index.html 

・ 一般財団法人 環境優良車普及機構：http://www.levo.or.jp/home_j.html 

[エコドライブ関連] 

・ エコドライブ普及促進協議会：http://www.ecodrive.jp 

[環境関連法規など] 

・ 環境法令データベース（環境省）：http://www.env.go.jp/hourei 
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第６章 エコアクション２１認証・登録制度の運営の仕組み 

本章は，本制度の運営に関する内容を規定しています。 

 

１．本制度の運営に当たっての原則 

 

本制度の運営に関わる各主体は，以下の原則を踏まえ活動しなければならない。 

(１) 信頼性: 下記の原則を全て満たし，社会からの期待に応える能力及び 

環境に係る専門性を有し，かつ，有していると認識されていること 

(２) 公平性: 公正不偏の態度を常に保持し，公平性に疑念を持たれるような， 

経済的，身分的利害関係を有していないこと 

(３) 持続性: 運営の継続性に重大な疑義がなく，経済的基盤が確保されて 

いること 

(４) 効率性: 運営を効率的に遂行するため，人員，費用，時間などの資源が 

合理的に使用されていること 

 

２．本制度の運営を行う主体 

 

本制度は，「本章３．運営を行う主体の要件 ３.（１）中央事務局」に規定する要件

を満たし，「本章４．運営を行う主体の要件適合確認 ４.（１）中央事務局」に規定す

る要件適合確認を環境省から受け，環境省よりエコアクション２１の名称などの使用許

諾を得た法人が運営する。この法人は組織内に中央事務局を設置する。 

中央事務局は, 本制度の地域における普及推進などを図るため, 「第６章 ３．運営

を行う主体の要件 ３.（２）地域事務局」に規定する要件を満たし，「第６章４．運営

を行う主体の要件適合確認 ４.（２）地域事務局」に規定する要件適合確認を中央事

務局から受けた法人を，地域事務局として，当該法人からの申請に基づき承認する。 

中央事務局は，エコアクション２１の認証・登録を希望する事業者の審査及び指導・

助言などを行う者として, 「第６章３．運営を行う主体の要件 ３（３）審査員」に規

定する要件を満たし，「第６章４．運営を行う主体の要件適合確認 ４.（３）審査員」

に規定する要件適合確認を中央事務局から受けた個人を，審査員として, 当該者からの

申請に基づき要員認証する。 

本制度の運営体制は，図 14 のとおりである。 
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図 14 エコアクション２１の運営体制 (要旨) 

 

３．運営を行う主体の要件 

 

（１） 中央事務局 

中央事務局は，以下の組織に係る要件を満たし，運営能力に係る要件については,  

それを適切に遂行する能力が認められなければならない。 

＜組織に係る要件＞ 

① 営利目的でない法人であること 

② 反社会的勢力を排除していること 

③ 健全な財務体制を有していること 

④ 業務及び財務に係る書類を整備していること 

 

＜運営能力に係る要件＞ 

⑤ 「10.意思決定機関による審議及び決定」に掲げる，本制度の運営に関する重要 

な事項などに関する適切な審議及び決定を行うことができる意思決定機関

（例：理事会など）を設置すること 

⑥ 「11.運営諮問委員会の設置」に掲げる，過半数の第三者により構成される運営  

諮問委員会を設置すること 

⑦ 「12.判定委員会の設置」に掲げる，過半数の第三者により構成される判定 
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 委員会を設置すること 

⑧ 運営能力などに応じた地域事務局の承認・登録（運営能力向上，信頼性確保の

ための教育，指導，監督，監査及び懲戒などを含む）を適切に行うこと 

⑨ 力量などに応じた審査員の要員認証・登録（力量向上，信頼性確保のための 

教育，指導，監督，評価及び懲戒などを含む）を適切に行うこと 

⑩ 事業者のエコアクション２１認証・登録を適切に行うこと 

⑪ エコアクション２１の運営に必要な規程などの策定，改訂及び廃止を適切に行

うこと 

⑫ 「７.普及促進活動」に掲げる，普及促進活動を適切に行うこと 

⑬ 「８.機密の保持」に掲げる，機密の保持を適切に行うこと 

⑭ 「９. 報告及び承認」に掲げる，環境省への報告を適切に行うこと 

⑮ 「13. 情報の公開」に掲げる，情報の公開を適切に行うこと 

⑯ 「15.文書の管理」に掲げる，文書の管理を適切に行うこと 

⑰ 「16.異議申立て及び苦情対応など」に掲げる，異議申立て及び苦情対応などを

適切に行うこと 

 

（２） 地域事務局 

地域事務局は，以下の組織に係る要件を満たし，運営能力に係る要件についてはそ

れを適切に遂行する能力が認められなければならない。 

＜組織に係る要件＞ 

① 営利目的でない法人であること 

② 反社会的勢力を排除していること 

③ 健全な財務体制を有していること 

④ 業務及び財務に係る書類を整備していること 

 

＜運営能力に係る要件＞ 

⑤ 中央事務局から委任された業務を公正に運営すること 

⑥ 「７.普及促進活動」に掲げる，普及促進活動，その他の中央事務局より委任 

された業務を適切に行うこと 

⑦ その他，中央事務局が必要と認めた要件を満たすこと 

 

（３） 審査員 

審査員は，以下の力量などに係る要件を満たさなければならない。 

① 職業的専門家としての公正不偏の態度を保持すること 

② 環境関連法規，事業者の環境対策及び環境経営システムに関する適切な専門知

識と経験を有すること，また, これらに関する最新の情報の取得に努めること 

③ 受審事業者，中央事務局，地域事務局及び他の審査員との間での適切なコミュ

ニケーション能力を有していること 

④ 職業的専門家としての継続的な力量向上を図ること 

⑤ 「７.普及促進活動」に掲げる普及促進活動の実施に努めること 
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⑥ その他，中央事務局が必要と認めた要件を満たすこと 

 

４．運営を行う主体の要件適合確認 

 

（１） 中央事務局 

中央事務局は，以下の要件適合確認手順に従い，環境省に対して，エコアクション

２１の名称などの使用許諾を求め, 使用許諾を得なければならない。 

① 過半数の第三者により構成される運営諮問委員会を設置し，その構成員の選任  

案を環境省に提示し，承認を得なければならない。 

② 要件適合を受けるための文書として以下を提出しなければならない。 

・ 定款，役員名簿（社団法人の場合は社員名簿） 

・ 事業報告書 

・ 独立した第三者による監査済みの財務諸表など 

 収支計算書 

 正味財産増減計算書 

 貸借対照表 

 財産目録 

・ 「３.運営を行う主体の要件」に規定する要件に適合すること（若しくは

要件に適合するための措置内容）を証する文書 

・ 本制度の実施に係る中期的な事業計画書 

・ 次の事項を記載した誓約書（エコアクション２１ガイドラインを遵守して

本制度を運営すること，本制度の運営により生じた一切の責任を負うこ

と，環境経営システムの普及に積極的に取り組むこと） 

③ 環境省は，運営に関する支障などがあると認めた場合には，必要に応じて， 

中央事務局に対して業務改善指導，エコアクション２１の名称などの使用許諾

停止，使用許諾取消及びエコアクション２１の関係者（例：事業者，地域事務

局，審査員）からの意見聴取などを行うことができる。 

 

（２） 地域事務局 

地域事務局は，中央事務局が策定した運営能力などの適合要件に基づき，中央事務

局から承認を得なければならない。 

 

（３） 審査員 

審査員は，中央事務局が策定した力量などに基づく適合要件に基づき，中央事務局

から要員認証を得なければならない。 

 

５．各主体の権限 

 

（１） 中央事務局 

中央事務局は，以下の権限を有する。ただし，①〜⑩に定める権限に関しては，中
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央事務局は地域事務局に委任してはならない。 

① 事業者のエコアクション２１認証・登録及び取消など 

② 運営能力などに応じた要件区分に基づく地域事務局の承認・登録，取消，教育，

指導，監督，監査及び懲戒など 

③ 力量などに応じた要件区分に基づく審査員の要員認証・登録，取消，教育，指

導，監督，評価及び懲戒など 

④ 認証・登録料及び審査費用の設定及び収受 

⑤ 業種別などガイドライン案の策定と環境省への提案 

⑥ 本制度の運営の基準，手続きなどを定める規程などの策定，改訂及び廃止 

⑦ 事業者のエコアクション２１認証・登録に係るエコアクション２１ガイドライ

ンの解釈の決定 

⑧ 中央事務局の機能の一部を担う出先機関の設置 

⑨ 中央事務局の業務の一部の地域事務局への委任 

⑩ 地域事務局の教育・指導・監督・監査など 

⑪ 事業者の審査を担当する審査員の選任，解任及び事業者への派遣 

⑫ 審査員の評価，教育，指導及び監督など 

⑬ 事業者のエコアクション２１認証・登録に係る判定委員会の運営 

 

（２） 地域事務局 

地域事務局は，中央事務局から要件に応じて委任された業務を実施する権限を有す

る。 

 

（３） 審査員 

審査員は，中央事務局又は地域事務局からの選任を受け，事業者に派遣され，事業

者のエコアクション２１ガイドラインへの適合性の審査及び事業者の環境への取組に

関する指導・助言を実施する権限を有する。 

 

６．各主体の責任 

 

（１） 中央事務局 

中央事務局は，以下の項目を含む本制度の運営及び普及促進に係る一切の責任を負

う。 

① 本ガイドラインに定める原則に基づく本制度の運営 

② 本制度の運営に必要な資源（例：人的・物理的・金銭的）の確保及び 

効率的な活用 

③ 財務安定性の確保 

④ 本制度に係る財務諸表への独立した第三者による会計監査の実施 

⑤ 「10.意思決定機関による審議及び決定」に掲げる組織の意思決定機関（例：理

事会など）による本制度の運営に関する重要な事項などに関する審議及び決定 

⑥ 「11.運営諮問委員会の設置」に掲げる過半数の第三者により構成される運営諮
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問委員会の設置と諮問 

⑦ 「12.判定委員会の設置及び諮問」に掲げる過半数の第三者により構成される判

定委員会の設置と認証・登録の可否の判定 

⑧ 運営能力などに応じた要件に基づく地域事務局の承認（運営能力維持・向上，

信頼性確保のための教育，指導，監督，監査及び懲戒などを含む） 

⑨ 力量などに応じた要件に基づく審査員の要員認証（力量維持・向上，信頼性確

保のための教育，指導，監督，評価及び懲戒などを含む） 

⑩ 事業者のエコアクション２１認証・登録及び取消 

⑪ 事業者の環境への取組に関する情報提供及び普及促進 

⑫ 本制度の運営の基準，手続きなどを定める規程などの策定，改訂及び廃止 

⑬ 事業者のエコアクション２１認証・登録に係るエコアクション２１ガイドライ

ンの解釈の決定 

⑭ 「７.普及促進活動」に掲げる普及促進活動の実施 

⑮ 「８.機密の保持」に掲げる機密の保持 

⑯ 「９.報告及び承認」に掲げる環境省への報告 

⑰ 「13.情報の公開」に掲げる情報の公開 

⑱ 「15.文書の管理」に掲げる文書の管理 

⑲ 「16.異議申立て及び苦情対応など」に掲げる異議申立て及び苦情対応など 

 

（２） 地域事務局 

地域事務局は，以下の責任を負う。 

① 中央事務局から要件に応じて委任された業務の適切な実施 

② 中央事務局が策定した規程などの遵守 

③ 中央事務局が行う指示の遵守及び中央事務局への報告 

④ 事業者の環境への取組に関する支援 

⑤ 「７.普及促進活動」に掲げる普及促進活動の実施 

 

（３） 審査員 

審査員は，以下の責任を負う。 

① 中央事務局または地域事務局からの選任を受け事業者に派遣され，事業者のエコ

アクション２１ガイドラインに基づく審査及び事業者の環境への取組に関する指

導・助言の適切な実施 

② 中央事務局が策定した規程などの遵守, 中央事務局が行う指示の遵守及び中央事

務局への報告 

③ 中央事務局及び地域事務局が実施する研修の受講など 

また，審査員は「７.普及促進活動」に掲げる普及促進活動の実施に努める。 
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７．普及促進活動 

 

（１） 中央事務局 

中央事務局は，本制度の普及促進のために，以下の活動を実施しなければならない。 

① 地域と連携した活動 

② バリューチェーンにおける環境負荷の低減を目的とした活動 

③ エコアクション２１に取り組む事業者の環境経営レポート及び成果などの情報

発信など 

④ その他，本制度の普及促進のために必要な活動 

 

（２） 地域事務局 

地域事務局は，本制度の普及促進のために，以下の活動を実施しなければならない。 

① 地域と連携した活動 

② その他, 中央事務局及び審査員などと連携した本制度の普及促進のために必要

な活動 

 

（３） 審査員 

審査員は，本制度の普及促進のために，以下の活動の実施に努める。 

① 地域と連携した活動 

② その他，中央事務局及び地域事務局と連携した本制度の普及促進のために必要

な活動 

 

８．機密の保持 

 

（１） 中央事務局 

中央事務局は，本制度の過程で得られた機密情報を適切に管理する体制を構築し， 

機密情報の漏洩又は不適切な利用を防止しなければならない。 

 

（２） 地域事務局 

地域事務局は，中央事務局が策定した機密保持に係る規程などを遵守しなければな

らない。 

 

（３） 審査員 

審査員は，中央事務局が策定した機密保持に係る規程などを遵守しなければならな

い。 

 

９．報告及び承認 

 

（１） 中央事務局 

中央事務局は，環境省に対して，本制度の継続的改善及び普及促進のために，定期
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（年１回以上）に又は環境省の求めるときに，以下の項目を報告しなければならな

い。 

① 事業の概況, 財務状況及び組織全体の財務諸表 

② 本制度の中期的な事業計画及びその進捗状況 

③ 独立した第三者による本制度に係る会計監査の結果 

④ 運営諮問委員会で審議された事項及び審議の結果 

⑤ その他, 環境省が報告を必要と判断したもの 

また，中央事務局は，本制度について重要な変更が生じた又は生じる場合には，遅滞

なく環境省に報告しなければならない。なお，以下の事項は環境省の承認を受けなけれ

ばならない。 
1. 運営諮問委員会構成員の選任案 

 

（２） 地域事務局 

地域事務局は，中央事務局に対して，本制度の継続的改善及び普及促進のために，

定期（年１回以上）に又は中央事務局の求めるときに，中央事務局が報告を必要と判

断した項目について報告しなければならない。 

 

（３） 審査員 

審査員は，中央事務局に対して，本制度の継続的改善及び普及促進のために，定期

（年１回以上）に又は中央事務局の求めるときに，中央事務局が報告を必要と判断し

た項目について報告しなければならない。 

 

10．意思決定機関による審議及び決定 

 

中央事務局は，定款などに基づいて開催される意思決定機関（例：理事会など）にお

いて，本制度の運営に関する重要事項について審議及び決定しなければならない。 

 

11．運営諮問委員会の設置 

 

中央事務局は，過半数の第三者で構成される運営諮問委員会を設置し，本制度の運営

に関する以下の重要事項を諮問しなければならない。運営諮問委員会は，下記の事項に

ついて，制度の運営に関する提言を行うことができる。 

① 規程などの策定，改訂及び廃止に関する事項 

② 本制度に係る中期事業計画及び予算 

③ 本制度に係る事業計画及び予算（当該単年度） 

④ 本制度に係る事業報告及び決算 

⑤ 会計監査の結果（第三者による本制度に係る部分） 

⑥ 本制度に係る重大な異議申立て及び苦情の内容とその対応結果 

⑦ 判定委員会の構成員の選任案 

⑧ 会計監査人の選任案 
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⑨ その他，本制度の運営に関する重要事項 

 

12．判定委員会の設置及び諮問 

 

中央事務局は，過半数の第三者で構成される判定委員会を設置し，審査員の報告に基

づき，受審事業者の認証・登録の可否の判定を諮問しなければならない。 

 

13．情報の公開 

 

中央事務局は，信頼性及び透明性を確保するため，本制度に係る以下の情報を公開し

なければならない。 

① 中央事務局が策定した規程など 

② 認証・登録の基準及び登録状況 

③ 業務及び財務などに関する資料又はそれらに準ずる資料（定款, 役員名簿, (社

団法人の場合は社員名簿), 事業報告書, 収支計算書, 正味財産増減計算書, 貸

借対照表, 財産目録） 

④ 運営諮問委員会における議論の要旨 

⑤ その他, 公開が必要と考えられる重要な事項 

 

14．適切な経理処理 

 

中央事務局は，本制度に係る損益を区分し，適切に経理処理をしなければならない。 

 

15．文書の管理 

 

中央事務局は，本制度の運営に関して決定された以下の重要な事項などを適切に記

録・保存しなければならない。これらの記録の保管期間は７年とする。 

① 環境省に報告した事項 

② 運営諮問委員会で審議された事項及び審議結果 

③ 判定委員会で審議された事項及び審議結果 

 

16．異議申立て及び苦情対応など 

 

中央事務局は，エコアクション２１の認証・登録事業者及びエコアクション２１の認

証・登録を希望する事業者などが，中央事務局に本制度に係る異議・苦情を申し立て, 

又は不正行為・違反行為などを通報するための手段を整備し，記録し，これに適切に対

応しなければならない。 

本手段の整備・運用に当たっては，異議・苦情を申し立てた者が不利益を被らないよ

うにしなければならない。 
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参考１ エコアクション２１の歴史 

第１期：環境活動評価プログラム 

1995 年 環境省が, 中小企業向けの環境への取組を促進するためのプログラムについての検討

を実施 

1996 年 9 月 環境省が, 中小企業向けの環境活動促進のためのプログラム「環境活動評価プログラ

ム」策定 

1999 年 9 月 環境省が, 「環境活動評価プログラム」の内容を一部見直して「環境活動評価プログ

ラム－エコアクション２１－」策定。プログラムへの参加を社団法人全国環境保全推

進連合会に届け出る制度を創設 

2002 年 4 月 環境省が, 「環境活動評価プログラム－エコアクション２１－」の内容を一部改訂 

第２期：新制度の検討 

2002 年度 

 

環境省が，「環境活動評価プログラム（エコアクション２１）のあり方に関する検討

会」設置 

2003 年 3 月 

 

環境省が, 上記検討会報告書公表。検討会は, プログラムに環境マネジメントシステ

ムの要素を取り入れた改訂と, それに基づく認証・登録制度の創設を提言 

2003 年 8 月 環境省が, 上記提言を受けた「エコアクション２１（環境活動評価プログラム）―環

境経営システム・環境活動レポートガイドライン―2003 年度試行版」を策定 

2003 年度 

 

環境省が, 上記試行版による審査及び認証・登録に関するパイロット事業実施, 参加

企業は約 200 社 

第３期：認証・登録制度の創設 

2004 年 3 月 

 

環境省が, パイロット事業の結果を踏まえ「エコアクション２１―環境経営システム・

環境活動レポートガイドライン―2004 年版」を策定 

2004 年 4 月 

 

環境省が, 上記ガイドラインを活用した「認証・登録制度」創設に向けた検討を開始。

関係団体と協議を実施 

2004 年 10 月 財団法人地球環境戦略研究機関に持続性センター（エコアクション２１中央事務局）

を設置, エコアクション２１認証・登録制度を開始 

2007 年 3 月 農林水産省が，「食品循環資源形成推進事業認証制度構築事業総合検討会」を設置し，

同検討会にて，「エコアクション２１ 2004 年版準拠－環境経営システム・環境活動

レポートガイドライン－食品関連事業者向けマニュアル（試行版）」を策定，公表 

2009 年 2 月 環境省が, 「エコアクション２１ガイドライン改訂検討委員会」を設置 

2009 年 11 月 環境省が, 「エコアクション２１ガイドライン 2009 年版」を策定, 公表 

第４期： 認証・登録制度の継続的発展 

2011 年 6 月 環境省が, 「エコアクション２１ガイドライン 2009 年版（改訂版）」を策定, 公表（認

証・登録制度の実施主体に関する適合要件を策定） 

2011 年 9 月 環境省が, 「エコアクション２１ガイドライン 2009 年版（改訂版）」に基づき「エコ

アクション２１の運営に関する検討委員会」を設置, 一般財団法人持続性推進機構が

ガイドラインに規定された「中央事務局としての要件」について, 適合確認を受ける 

2011 年 10 月 一般財団法人持続性推進機構（IPSuS）が, 財団法人地球環境戦略研究機関からエコ
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アクション２１認証・登録事業を継承 

2012 年 1 月 農林水産省と環境省が共同で，「エコアクション２１食品関連事業者向けガイドライ

ン 2009 年版」を策定，公表 

2015 年 7 月 環境省が, 「エコアクション２１ガイドライン改訂検討に関する作業部会」を設置 

2017 年４月 環境省が, 「エコアクション２１ガイドライン 2017 年版」を策定, 公表 
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参考２ エコアクション２１の政策的位置付け 

第五次 環境基本計画（平成３０年４月１７日 閣議決定） 

第２部 環境政策の具体的な展開 

第２章 重点戦略ごとの環境政策の展開 

１．持続可能な生産と消費を実現するグリーンな経済システムの構築 

（１）企業戦略における環境ビジネスの拡大・環境配慮の主流化 

（バリューチェーン全体での環境経営の促進） 

『ISO14001 や中堅・中小企業向けエコアクション２１など PDCA サイクルを備えた環境マネジメントシ

ステムについてバリューチェーン全体で導入されることを促進する。』 

「地球温暖化対策計画」（平成２８年５月１３日 閣議決定） 

『第３章 目標達成のための対策・施策  第２節 地球温暖化対策・施策 ２．分野横断的な施策 （２）

その他の関連する分野横断的な施策 

(d) 事業活動における環境への配慮の促進 

 （略） 

 さらに, ISO14001 や中堅・中小企業向けエコアクション２１などＰＤＣＡサイクルを備えた環境マ

ネジメントシステムの普及を進め, 環境経営の実効性を高めていくとともに, 企業における従業員の教

育を促すことで, 事業活動における更なる環境配慮の促進を図る。』 

・地方公共団体が構築すべき体制の例としてエコアクション２１が記載されました。『同 第４節 地

方公共団体が講ずべき措置等に関する基本的事項 １．ＰＤＣＡを伴った温室効果ガス排出削減の率先

実施 

都道府県及び市町村は, 率先して自らの温室効果ガス排出の抑制に取り組むべきである。その際には, 

原則として全ての事務及び事業を対象として, 温室効果ガス排出の抑制に係る取組のＰＤＣＡの体制＊

を構築し, 運営するべきである。 以下（略） 

＊例えば, エネルギーマネジメントシステム ISO50001, 環境マネジメントシステム ISO14001, エコア

クション２１の認証を取得し, またはこれらに範をとった自らの環境マネジメントシステムを構築・運

用することが望ましい。』 

国及び独立行政法人等における温室効果ガス等の排出の削減に配慮した契約の推進に関する法律（環境

配慮契約法）基本方針（平成２６年２月４日 閣議決定） 

４．（２）産業廃棄物の処理に係る契約 

『産業廃棄物の処理に係る契約のうち, 入札に付する契約については, 入札に参加する者に必要な資

格として, 温室効果ガス等の排出削減に関する取組の状況並びに適正な産業廃棄物処理の実施に関する

能力及び実績等を定めた上で, 裾切り方式によるものとする。』とし, エコアクション２１の認証を取

得し, そのなかで必要な取組を行うことにより, 評価項目の多くに適合する。 

環境報告ガイドライン 2012 年版（環境省 平成２４年４月 策定） 

環境報告を始めたばかりの事業者やこれから始める事業者にとってもわかりやすいガイドラインである

ように, 基本となる部分を明確にした記載にもなっています。さらに, 環境配慮などの取組が進んでい

ない事業者や中小事業者（工場などのサイト単位を含む）にあっては, 本ガイドラインや「エコアクシ

ョン２１ガイドライン」を参考に, 可能なところから段階的に取り組むことが望まれます。 
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優良産業廃棄物処理業者認定制度（平成２３年４月 開始） 

環境省では平成１７年４月１日より「産業廃棄物処理業者の優良性の判断に係る評価制度（優良性評価

制度）」を実施し, 評価基準は, 遵法性, 情報公開制及び環境保全への取組みの３項目で, このうち環

境保全への取組みについてはエコアクション２１等の環境マネジメントシステムの取得が条件となって

いました。 

平成２２年度の「廃棄物の処理及び清掃に関する法律（以下「廃棄物処理法」という。）」の改正に基づ

き, 平成２３年４月１日からは新たに「優良産廃処理業者認定制度」が創設され, それに伴い, 優良性

評価制度は同日をもって廃止され, この新制度においても引き続き, ５つある基準のうちの１つ「環境

配慮の取組」として, ISO14001 やエコアクション２１等の認証を取得することが要件となっています。 

環境情報の提供の促進等による特定事業者等の環境に配慮した事業活動の促進に関する法律（環境配慮

促進法）第１１条２項（平成１７年４月１日 施行） 

「国は, 中小企業者がその事業活動に係る環境配慮等の状況の公表を容易に行うことができるようにす

るため, その公表の方法に関する情報の提供その他の必要な措置を講ずるものとする」と規定され, そ

の措置の一つとしてエコアクション２１が位置付けられた。 
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参考３ 2009 年版エコアクション２１ガイドラインとの比較 

ガイドラインの対象者である事業者の視点を念頭に，事業者に関する要求事項などは

ガイドラインの前半に，認証・登録制度に関する事項はガイドラインの後半に移動させ

ました。2009 年版ガイドラインの構成と 2017 年版ガイドライン構成の比較は, 図 15

のとおりです。 

2009 年版と 2017 年版ガイドラインの変更点の詳細は, 中央事務局のウェブサイ

トを参照してください。 

 

 

図 15 2009 年版ガイドラインと 2017 年版ガイドライン構成 

  

2009年版 ガイドライン構成 2017年版 ガイドライン構成

第2章 EA21認証・登録制度の概要
第3章 環境経営システム
第4章 環境活動レポート
第5章 環境への負荷の自己ﾁｪｯｸの手引き
第6章 環境への取組の自己ﾁｪｯｸの手引き
別表1 環境への負荷の自己ﾁｪｯｸｼｰﾄ
別表2 環境への取組の自己ﾁｪｯｸﾘｽﾄ
参考1 主な環境関連法規

第1章 EA21ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ2009年版の概要
第2章 環境経営システム
第3章 環境情報を用いたコミュニケーション

主な環境関連法規

第6章 エコアクション２１認証・登録制度の運営の仕組み

はじめに

参考1 :エコアクション２１の歴史参考2 :エコアクション２１の政策的位置づけ参考3 :2009年版エコアクション２１ ガイドラインとの比較参考4 : 各用語の説明及び注釈

第1章 企業価値向上ツール「エコアクション２１」

第4章 環境への負荷の自己チェック
第5章 環境への取組の自己チェック

別表. 環境への取組の自己チェック表

序章 EA21の改訂にあたって

環境経営レポート作成・活用マニュアル

凡例直接関連した内容が移動: 間接的に内容が移動: 

中央事務局のウェブサイト等に掲載
参考2 用語の説明
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参考４ 各用語の説明及び注釈 

１．組織 

独立したマネジメントをもち，エコアクション２１の取組を実施する単位 

２．活動 

事業における活動 

【注釈】全活動とは事業活動全体を指し，顧客や社会に提供する製品・サービスを含む 

３．全従業員 

組織で働く全ての者 

【注釈】役員，派遣社員，アルバイトなどを含む 

４．エコアクション２１ガイドライン 

環境省が定めた環境経営システムに関するガイドライン 

５．エコアクション２１ 

エコアクション２１ガイドラインに基づいた環境経営システム 

６．環境経営システム 

環境に関する方針，目標を自ら設定し，これらの達成に向けて取り組み，その取組結果を確認

及び評価し，改善していく仕組み 

７．対象範囲 

エコアクション２１を適用する組織及び対象とする活動の総称 

８．サイト 

独立した敷地あるいは場所 

９．カフェテリア認証  

本来適正に環境経営システムに入れるべき組織や活動を対象範囲から除外している認証 

【注釈】環境負荷の大きな組織や活動を除外するなど，いいとこ取りの対象範囲を定めている

場合などが該当する 

10. 代表者 

エコアクション２１の運用上の最高責任者 

【注釈】代表者は代表権を有していることが望ましく，対象組織の環境経営システムの決定権

を有し，経営資源を用意できることが必要 

11. 課題とチャンス 

課題は環境経営を行う上での問題，リスク，環境負荷を発生させるもの，チャンスはコストの

削減，取引機会の拡大，売上の増加，従業員の意欲の向上など，環境経営に有益なもの 

12. 利害関係者 

組織の事業活動に対して，直接又は間接に利害関係のある組織及び個人 

【注釈】顧客，消費者，地域住民，取引先，行政組織，非政府組織，株主，従業員などがある，

ステークホルダーともいう 

13. 環境経営方針 

代表者が誓約し，環境経営を実施するための意図及び方向性を示したもの 

14. 環境関連法規など 

環境関連法規とその他の環境関連要求事項 
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15. 環境負荷 

組織の活動により環境に加えられる影響 

【注釈】資源・エネルギーの消費，二酸化炭素などの温室効果ガス，廃棄物，大気汚染物質，

及び水質汚濁物質などの排出，自然生態系の破壊・改変などが環境負荷と考えられる 

16. 環境経営目標 

環境経営方針に基づいて環境経営で達成すべき内容，水準を示したもの 

17. 環境経営計画 

環境経営目標を達成するための手段，日程，責任者を定めたもの 

18. 経営資源 

経営するために必要な資源のこと 

【注釈】 人（時間，技能，知識），もの（設備，インフラ），資金（設備投資，教育投資）， 

情報（顧客ニーズ，技術情報）などがある 

19. 特定の業務 

環境に大きな影響を与える組織の業務のこと 

【注釈】 環境法規などに関わる業務，直接的に環境に大きな負荷を与える業務，緊急事態に 

関連する業務などがある 

20. コミュニケーション 

情報を双方向に伝達し，双方の理解向上を図ること 

【注釈】組織の中と外のコミュニケーションがある。組織の中には縦と横のコミュニケー 

ションがある 

21. 事故，緊急事態 

突発的に発生する環境上の課題 

22. 有効性 

期待した成果を達成している程度 

23. 試行 

事故，緊急事態の対応手順の有効性を確認すること 

24. 文書類 

管理することを定めた情報，及びその媒体 

【注釈】文書類には文書と記録の両方がある。エコアクション２１で要求される文書類は，要

求事項 12を参照のこと 

  



 

 

 

環境省大臣官房環境経済課 

〒100-8975 東京都千代田区霞が関 1-2-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




